
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救急車要請の目安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発見者（及び応援にかけつけた養護教諭などの教職員） 

 アレルギー緊急時の対応 

周囲の安全の確認 

反応があるか？ 

応急処置 

・「エピペン」の注射 

・１１９番通報 

・AEDの準備、実施 

一次救命処置 

・気道の確保 

自発呼吸がない場合 

・胸骨圧迫 

・人工呼吸 

・AED装置  など 

② 応急処置 

＊管理指導表の指示に基づいて行

う。 

＊「エピペン」の注射 

① 状態の把握 

・意識状態、呼吸、心拍数の把握 

・症状、経過の把握 

・管理指導上の確認 

※最低１時間は目を離さない。 

（症状は分単位で急速に進行） 

 

＜異常を示す症状＞ 

皮膚・粘膜症状：じんましん、かゆみ、目の充血 

呼吸器症状：せき、ゼーゼー、ヒューヒュー、呼吸困難 

消化器症状：吐き気、嘔吐、腹痛 

アナフィラキシーショック：血圧低下、頻脈、意識障害・消失 

校長・教頭等 

緊急時の対応の実施 

１ 対応者への指示 

２ 救急車要請など各種判断 

３ 必要に応じて主治医への 

相談 

４ 保護者への連絡 

 （学級担任が行う）など 

◆大声で応援を呼ぶ             

（近くの児童生徒に他の教職員を呼ぶように伝える。） 

救急車要請の目安 

・アナフィラキシーの兆候がみられる 

・食物アレルギーでの呼吸器症状の疑いがある 

・管理指導表で指示がある 

・「エピペン」を使用した 

・主治医、学校医等、または保護者から要請がある  など 

救急隊へのバトンタッチ 

異変に気づく 

（発見者） 

なし 

あり 

周囲の教職員 

(応援にかけつけた教職員) 

１ 観察者と共に応急処置に 

参加 

２ 管理指導表の確認 

３ 症状の記録 

４ 周囲の児童生徒への管理 

５ 救急隊の誘導  など 

指示 

連絡 

応援 

口から出す 

吐かせる 

口をすすぐ 

子どもから目を

離さない、ひとり

にしない 


